
入
院
患
者
さ
ん
の
み
を
対
象
に
、
和
温
療

法
ス
タ
ッ
フ
４
名
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
の
協
力
の
も
と
施
行
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
６
月
か
ら
２
０
１
２
年
12
月

ま
で
に
11
名
の
心
不
全
患
者
さ
ん
に
和
温

療
法
を
施
行
し
、心
不
全
症
状
の
改
善
効
果

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
保
険
適
用
外
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
保
険
適
応
が
認
め
ら
れ
れ
ば
外

来
で
の
施
行
も
可
能
に
な
り
、
退
院
後
も

外
来
で
和
温
療
法
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
、
効
果
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
和
温
療
法
と
は

　

入
浴
は
重
症
心
不
全
に
は
禁
忌
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
大
学
の
鄭

忠
和
名
誉
教
授
が
鹿
児
島
大
学
霧
島
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
勤
務
中
に
、

重
症
心
不
全
患
者
さ
ん
の「
死
ぬ
前
に
一
度

で
い
い
か
ら
お
風
呂
に
入
り
た
い
」と
の

懇
願
に
よ
り
許
可
し
た
入
浴
が
、
心
不
全

を
改
善
さ
せ
退
院
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
こ

と
が
、和
温
療
法
開
発
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

一
般
に
、入
浴
は
末
梢
血
管
が
拡
張
し
末

梢
血
管
抵
抗
が
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
心

臓
に
対
す
る
負
荷
を
減
ず
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
静
水
圧（
簡
単
に
は
水
圧
に

よ
る
圧
迫
効
果
の
こ
と
）の
影
響
が
加
わ
る

こ
と
で
心
臓
に
対
す
る
負
荷
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
心
臓
に
対
す
る
静
水
圧
の
影
響

が
な
く
、
入
浴
と
同
じ
効
果
を
得
る
た
め

に
、遠
赤
外
線
サ
ウ
ナ
を
用
い
て
入
浴
と
同

様
に
体
の
中
心
の
体
温
を
上
昇
さ
せ
る
方

法
を
開
発
し
、
１
９
８
９
年
に
新
し
い
心
不

全
治
療
法
と
し
て
温
熱
療
法
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
７
年
に
、が
ん

に
対
す
る
局
所
の
温
熱
療
法
と
混
同
さ
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
和
温
療
法
と
名
前

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
和
温
療
法
の
流
れ

　

和
温
療
法
は「
心
身
を
和
ま
せ
る
温
度
で

全
身
を
15
分
間
均
等
加
温
室
で
保
温
し
、深

部
体
温
を
約
1.0
〜
1.2
℃
上
昇
さ
せ
た
後
、

さ
ら
に
30
分
間
の
安
静
保
温
で
和
温
効
果

を
持
続
さ
せ
、
終
了
時
に
発
汗
に
見
合
う

水
分
を
補
給
す
る
治
療
法
で
あ
る
」と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
60
℃
に
均
等

加
温
さ
れ
た
遠
赤
外
線
サ
ウ
ナ
室（
装
置
）

に
15
分
間
入
り
、深
部
体
温
を
1.0
〜
1.2
℃
上

昇
さ
せ
、
出
浴
後
ベ
ッ
ド
上
で
毛
布
に
包

ま
り
、
30
分
間
の
安
静
保
温
を
施
行
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
和
温
療
法
の
前
後
で
体

重
を
測
定
し
、発
汗
量
に
見
合
う
水
分
を
摂

取
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な

方
法
は
決
め
て
い
ま
す
が
、
和
温
療
法
に

お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
患
者
さ
ん

が
和
み
、
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
治
療
の
効
果

　

当
院
に
お
け
る
症
例
で
、
拡
張
型
心
筋

症
に
よ
る
重
症
心
不
全
患
者
に
対
し
て
和

温
療
法
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
心
不
全
に
よ

る
全
身
倦
怠
で
座
位
す
ら
保
持
で
き
ず
施

行
が
困
難
な
症
例
を
経
験
し
ま
し
た
。
何

と
か
深
部
体
温
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
思
案
し
、
足
浴
を
試
し
た
と

こ
ろ
、体
温
の
上
昇
と
と
も
に
、心
地
よ
さ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
心

不
全
も
改
善
し
は
じ
め
ま
し
た
。
最
終
的

に
通
常
の
和
温
療
法
に
移
行
が
可
能
と
な

り
、退
院
さ
れ
ま
し
た
。

■
和
温
療
法
を
受
け
る
に
は

　

患
者
を
和
ま
せ
、
温
も
り
を
与
え
る
和

温
療
法
は
、
高
度
医
療
の
承
認
の
も
と
、

当
院
も
共
同
研
究
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
適
応
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

　

心
不
全
に
対
す
る
治
療
は
食
事
療
法
、薬

物
療
法
、
さ
ら
に
は
心
臓
再
同
期
療
法
と

い
っ
た
機
械
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
用
い
る
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
和

温
療
法
が
心
不
全
症
状
で
苦
し
む
患
者
さ

ん
の
症
状
改
善
に
お
い
て
、
今
後
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、和
温
療
法
は
全
身
の
血
管
機
能
を

改
善
し
、
中
枢
・
末
梢
の
自
律
神
経
や
神
経

体
液
性
因
子
を
是
正
し
、自
己
免
疫
や
生
体

防
御
機
構
を
賦
活
化
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

将
来
的
に
は
膠
原
病
に
も
臨
床
応
用
さ
れ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

費
用
…
診
察
・
投
薬
・
検
査
・
入
院
料
な
ど
、保
健
診
療
の

	

一
部
負
担
金
に
、特
別
料
金（
自
費
料
金
）	

	
	

1
0,
5
0
0
円
／
1
回
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

自
動
再
来
受
付
機
に「
診
察
券
」を
挿
入
し
、

確
認
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
自
動
再
来
受
付
機
の
受
付
開
始
時
間
は
7
時
30
分

で
す
。

＊
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
は
自
動
再

来
受
付
機
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、保
険

証
確
認
コ
ー
ナ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
ご
予
約
が
な
い
方
は
自
動
再
来
受
付
機
で
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、各
診
療
科
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
各
診
療
科
窓
口
の
受
付
開
始
時
間

は
8
時
30
分
で
す
。）

１
受
付
が
完
了
し
ま
し
た
ら「
受
付
票
」が

発
行
さ
れ
、「
診
察
券
」が
返
却
さ
れ
ま
す
。

＊
受
付
票
に
印
字
さ
れ
て
い
る
番
号
は
受
付
番
号
で

あ
り
、
診
察
の
順
番
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
察
は

予
約
時
間
の
順
番
に
お
呼
び
い
た
し
ま
す
。

2
受
付
票
に『
保
険
証
確
認
必
要
』と
印
字
が

あ
る
方
は
、保
険
証
確
認
コ
ー
ナ
ー
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

3 ■
自
動
再
来
受
付
機
導
入
の
お
知
ら
せ

　　

当
院
で
は
、
平
成
25
年
２
月
25
日（
月
）よ
り

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
１
号
館
１
階
の
初
診
受
付
北

側
に『
自
動
再
来
受
付
機
』と『
保
険
証
確
認
コ
ー

ナ
ー
』を
新
設
し
、

再
診
予
約
の
あ
る

患
者
さ
ん
の
受
付

と
、保
険
証
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
診
療

科
に『
呼
出
表
示
盤

（
モ
ニ
タ
ー
画
面
）』

を
設
置
し
、患
者
さ

ん
の
呼
び
出
し
を

行
い
ま
す
。

（
一
部
の
診
療
科
を
除
く
）

平
成
25
年
２
月
25
日（
月
）よ
り
、

再
診
予
約
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
、

受
付
方
法
と
流
れ
が
変
わ
り
ま
す
。

※
現
在
、１
号
館
３
階
に
設
置
の
自
動
再
来
受
付
機
は
、

　

１
号
館
１
階
に
移
動
い
た
し
ま
す
。

◇
再
診
予
約
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
流
れ

先
に
検
査
の
あ
る
方
は
各
検
査
室
へ
、
診
察

の
方
は
各
診
療
科
付
近
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

4
受
付
票
は
、診
察
ま
た
は
検
査
終
了
後
、

会
計
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

5ご
不
明
な
点
は
、各
診
療
科
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

回
目
か
ら
汗
を
か
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
ま
で
は
心
臓
の
病
気
の
せ
い
か
暑
く
て

も
汗
を
か
く
こ
と
は
な
く
体
の
む
く
み
に

よ
る
倦
怠
感
も
あ
っ
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

汗
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
後
の
よ
う
な
爽
快

感
を
味
わ
っ
た
。
和
温
療
法
器
に
入
っ
て

い
る
と
き
も
ひ
の
き
の
良
い
香
り
が
心
地

よ
く
ウ
ト
ウ
ト
。
狭
い
感
じ
も
し
な
い
。

も
と
も
と
サ
ウ
ナ
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う

Ｍ
さ
ん
に
と
っ
て
は
治
療
と
い
う
よ
り
も

良
い
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
る
様
子
。「
な

に
よ
り
汗
や
尿
の
出
が
よ
く
、
む
く
み
が

解
消
さ
れ
、
か
ら
だ
が
軽
く
な
っ
た
こ
と

が
嬉
し
い
。
今
後
は
回
数
を
週
4
回
に
増

や
す
予
定
な
の
で

結
果
が
楽
し
み
で

す
。」と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
た
。

 

和
温
療
法
を
う
け
て

	

～
患
者
さ
ん
の
声
～

	

Ｍ
さ
ん（
79
歳
女
性
）

　
拡
張
型
心
筋
症
を
患
い
平
成
23
年
10
月
に

本
学
へ
入
院
。
12
月
に
心
臓
手
術
を
う
け
、

服
薬
で
の
治
療
も
続
け
て
き
た
が
な
か
な

か
よ
く
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
3
月
よ
り
和
温
療
法
を
試
み
よ

う
と
し
た
が
体
が
だ
る
く
和
温
療
法
器
に

腰
か
け
て
の
治
療
も
困
難
な
状
況
だ
っ
た

の
で
ま
ず
は
電
気
毛
布
を
使
っ
て
体
を
温

め
、足
浴
を
行
っ
た
。
徐
々
に
よ
く
な
っ
た

と
こ
ろ
で
4
月
か
ら
実
際
に
和
温
療
法
を

開
始
し
た
。

　
は
じ
め
は
週
2
回
。
1
回
に
つ
き
15
分

の
サ
ウ
ナ
浴
の
あ
と
毛
布
に
く
る
ま
っ
て

安
静
保
温
を
30
分
間
行
う
。
は
じ
め
の
2
回

は
特
に
汗
を
か
く
こ
と
も
な
か
っ
た
が
3
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よき医療人を育成します。
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和
温
療
法

	

～
心
不
全
に
対
す
る
新
し
い
非
薬
物
治
療
～

開学40周年

遠赤外線サウナ室

〈1号館1階〉



い
た
だ
き
、
当
院
を
紹
介
い
た
だ
い
た
上
で
地
域

医
療
・
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
ご
受
診
く

だ
さ
い
。
兵
庫
医
科
大
学
病
院
で
は
、
前
立
腺
が

ん
の
根
治
療
法
と
し
て
、『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』に
よ

る
手
術
、
開
腹
手
術
、
小
線
源
療
法
、
外
照
射
放
射

線
療
法
な
ど
い
く
つ
も
の
治
療
法
の
選
択
が
可
能

で
す
。
担
当
医
が
診
察
の
上
、
個
々
の
ご
病
状
に

あ
わ
せ
て
ど
の
治
療
が
も
っ
と
も
安
全
で
効
果
的

で
あ
る
か
を
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

も
患
者
さ
ん
に
適
し
た
治
療
法
を
お
勧
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』に
よ
る
前
立
腺
が
ん
手
術

は
、
平
成
24
年
４
月
よ
り
保
険
適
用
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
立
腺
が
ん
以
外
の
、腎
が
ん
、膀
胱
が
ん

な
ど
の
泌
尿
器
科
疾
患
で
の『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』手

術
は
自
費
診
療
と
な
っ
て
い
ま
す
）今
後
、
外
科
、

産
婦
人
科
、
呼
吸
器
外
科
の
疾
患
に
つ
い
て
も
順

次
対
応
で
き
る
よ
う
進
め
、『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』に

よ
る
、安
全
で
体
に
優
し
い
低
侵
襲
な
手
術
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■「
医
療
社
会
福
祉
部
っ
て

　
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
？
」

　

医
療
社
会
福
祉
部
は
１
号
館
附
属
棟
１
階
に
あ

り
、
現
在
８
名
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は「
社
会
福

祉
士
」「
精
神
保
健
福
祉
士
」と
い
う
国
家
資
格
を
基

礎
資
格
と
し
て
、地
域
で
生
活
す
る
人
た
ち
に
社
会

福
祉
の
立
場
か
ら
生
活
問
題
の
解
決
・
調
整
を
援
助

し
、
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

病
院
で
働
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
も
呼
ば
れ
、
主
に
病
気
に
よ

る
生
活
の
変
化
と
向
き
合
う
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

と
共
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
職
員
で
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
実
人
数
で
２
９
１
３
名
の
相
談

援
助
を
行
い
ま
し
た
。
同
年
の
病
院
実
患
者
数
は

３
５
６
０
８
６
名
で
あ
り
、
病
院
全
体
の
患
者
さ
ん

の
約
１
２
２
人
に
１
人
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
相
談
す
る
出
来
事
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表

し
ま
す
。
援
助
内
容
は
、
医
療
費
な
ど
経
済
的
問
題

が
最
も
多
く
、
退
院
支
援
に
つ
い
て
の
問
題
、
療
養

に
よ
っ
て
生
じ
る
心
理
・
社
会
的
問
題
が
そ
れ
に

続
き
ま
す
。（
図
１
）

医
療
社
会
福
祉
部

「くすりの話」
医師が処方するくすりと市販のくすりはどのようにちがうの？
　医師が処方するくすり「医療用医薬品」は、作用や使用方法などの点で
医師や薬剤師など専門家による管理が必要であり、大部分に保険が適用
されています。診察した時点での病状にあわせて種類や量が決められま
すので、医師の指示通りに使用しましょう。医師から指示を受けずに保
管して自分の判断で使用したり、他の人に譲ったりしてはいけません。
　市販のくすり「一般用医薬品」は、薬剤師などのアドバイスのもとに薬
局などで購入し、自分の判断で使用するくすりです。成分の種類や含有
量などの観点から比較的安全とされ、また、誰にでも使いやすいように
工夫されたものなどがあります。
　医療用医薬品と一般用医薬品で同じ効果を表示している場合でも、成
分や含量が異なったりするため、効き方が異なることがあります。医療
用医薬品を自己判断で一般用医薬品の代わりに使うようなことは絶対に
やめましょう。

納得して医療を受けていただくために、医師や看護師、病院職員だ
けでなく、患者さんにもちょっとした心がけをお願いしています。

上手な診療の受けかた
患者さんもチーム医療の仲間です！

かかりつけ医をもちましょう。
ご自宅の近くで継続的におかかりになる主治医（かかりつけ医）を
もちましょう。

１

自分の状態をうまく伝えましょう。
お薬の服薬状況、症状、過去の病気などにつ
いて正確な情報提供をしましょう。「お薬手帳」
を持参しましょう。

２

病気や治療法を理解しましょう。
説明の中でわからないことや疑問に思うことはそのままにせず、
その場で聞きましょう。処置が説明と異なると思った時、いつもと
違うと感じた時は遠慮なく医師または看護師に申し出ましょう。

３

お名前を何度も何度もお伺いします。
患者さんの誤認防止のため、診察や処置、検査
の際に、お名前を名乗っていただきます。何
度も何度もお伺いしますが、ご自分のお名前
をフルネーム（姓名）で名乗ってください。

４

始
す
る
前
に
、
必
要
に

応
じ
て
歯
科
で
口
腔
管

理
を
受
け
ま
す（
図
１
）。

手
術
な
ど
を
担
当
す
る

医
師
に
、
か
か
り
つ
け

歯
科
ま
た
は
手
術
な
ど

を
受
け
る
病
院
に
併
設

さ
れ
る
歯
科
な
ど
へ
の

診
療
情
報
提
供
書（
手

術
な
ど
の
治
療
予
定
や

健
康
状
態
な
ど
が
記
載

さ
れ
た
紹
介
状
）を
作

成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

手
術
な
ど
を
担
当
す
る

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
こ
の「
周
術
期
口
腔

機
能
管
理
」は
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
保
険
導
入

さ
れ
て
お
り
、
歯
科
の

保
険
診
療
で
受
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

■
手
術
や
化
学
療
法
前
に
は
歯
科
受
診
を
！

　
「
周
術
期
オ
ー
ラ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
口
腔　

機
能
管
理
）」の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
12
月
１
日（
土
）、
兵
庫
医
科
大
学
３

－

３
講
義
室
で
、「
阪
神
南
圏
域
周
術
期
医
療
合
同
研
修

会『
拡
げ
よ
う
！
み
ん
な
の
力
で
。
周
術
期
オ
ー
ラ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
周
術

期
」と
は「
手
術
中
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
前
後
も
含

め
た
概
念
」で
す
。

　

研
修
会
で
は
、
手
術
前
に
歯
科
を
受
診
す
る
こ
と

で
、
手
術
後
の
肺
炎
や
、
全
身
麻
酔
の
気
管
チ
ュ
ー

ブ
を
挿
入
す
る
時
の
歯
の
損
傷
な
ど
の
口
腔
に
関
連

し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
せ
る
こ
と
や
、
手
術
後
の
早

期
回
復
に
不
可
欠
な「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
の
重
要

性
」に
つ
い
て
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

口
腔
機
能
管
理
は
、
手
術

だ
け
で
は
な
く
、
化
学
療
法

に
使
用
す
る
抗
が
ん
剤
や
放

射
線
の
副
作
用
で
生
じ
る
口

内
炎
対
策
に
も
有
効
で
す
。

　

手
術
な
ど
の
治
療
を
開

医 師 手術前

病院 病院

医 師 手術（図 1）

かかりつけ歯科 病院の歯科

歯 科 ・歯科治療
・歯面清掃
・歯磨き指導

依頼

診療情報
提供書

■
内
視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト『
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
』で
の
手
術
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
９
月
に
導
入
し
た
内
視
鏡
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』を
使
用
し
た
手
術
が
、

平
成
24
年
12
月
実
施
の
前
立
腺
が
ん
摘
出
手
術
を

皮
切
り
に
本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』は
主
に
、
執
刀
医
が
操
作
す

る
操
作
部
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
部
、
助
手
用
モ
ニ
タ
ー
の

３
つ
の
医
療
機
器
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

手
術
の
方
法
は
、
体
表
に
通
常
５
個
か
ら
６
個

の
小
さ
な
孔
を
あ
け
、
そ
の
孔
か
ら
鉗
子
を
挿
入

し
て
行
い
ま
す
の
で
、
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
に
似

て
い
ま
す
。
大
き
な
違
い
は
、
執
刀
医
は
患
者
さ

ん
か
ら
離
れ
て
操
作
コ
ン
ソ
ー
ル
に
座
り
、
３
Ｄ

モ
ニ
タ
ー
を
の
ぞ
き
こ
み
な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
を
操
作
し
手
術
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
３

D
モ
ニ
タ
ー
で
は
拡
大
さ
れ
た
術
野

が
立
体
的
に
見
え
る
た
め
、
開
腹
手

術
で
は
見
え
な
か
っ
た
細
か
い
組
織

も
詳
細
に
観
察
で
き
ま
す
。
ま
た
、挿

入
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
先
端

に
装
着
さ
れ
た
鉗
子
は
上
下
左
右
・

回
転
な
ど
人
間
の
手
首
の
よ
う
に
自

由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
よ
り
も
さ
ら
に

繊
細
な
作
業
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
開
腹
手
術

に
比
べ
る
と
、
傷
口

が
小
さ
く
、
出
血
量

術式（泌尿器科） 保険適応 費用 入院期間

前立腺悪性腫瘍手術 保険適応 保険適応 約14日

腎 • 尿管悪性腫瘍手術 自費 約180万円 約14日

膀胱悪性腫瘍手術 自費 約370万円 約 30日

腎盂形成術 自費 約130万円 約 7日

（※ 表の内容は一例であり、費用・入院期間は個々の患者さんによって異なります。）

細かい作業や見えにくい部位
の作業もより正確に行える

傷口が小さく出血が少ない

術後の回復が早く早期退院
も可能

1.

2.
3.

ダ・ヴィンチ手術のメリット

（図 1）

歯科口腔外科　岸本 裕充准教授

■「
ど
ん
な
と
き
に

　
　
相
談
に
行
け
ば
い
い
の
？
」

　

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
当
院
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
健
康
保
険
の
諸
給
付
や
福
祉
施
策
や
介
護
保
険
制

度
・
公
的
年
金
制
度
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
相
談
、

退
院
後
に
自
宅
で
生
活
す
る
た
め
の
福
祉
用
具
や

サ
ー
ビ
ス
導
入
支
援
、
リ
ハ
ビ
リ
や
療
養
を
継
続
す

る
場
合
の
転
院
相
談
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
療
養
に
よ
っ
て
仕
事
を
休
業
す
る
場
合
の
所

得
補
償
や
家
事
・
育
児
の
問
題
、
学
校
を
長
期
欠
席

す
る
場
合
の
教
育
の
問
題
、
介
護
の
問
題
な
ど
病
気

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
生
活
の
問
題
な
ど
に
つ

い
て
も
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
医
療
費
が
心
配
な
患
者
さ
ん
や
、
医
師

に
難
病
と
告
知
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
初
め
て
相
談

に
来
ら
れ
た
と
き
の
面
接
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

（
図
２
）（
図
３
）

　

相
談
と
い
う
と
、
面
接
を
し
て
答
え
を
見
つ
け
て

く
れ
る
の
か
な
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
治

療
の
主
人
公
で
あ
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
面
接

を
行
い
、
一
緒
に
問
題
状
況
を
見
立
て
て
い
き
、
問

題
解
決
に
向
け
て
患
者
さ
ん
が
自
ら
進
ん
で
い
け

る
こ
と
を
共
に
歩
み
支
え
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
で
す
。
そ
の
た
め
に
院
外
の
関
係
機
関
、
例
え

ば
市
役
所
や
保
健
所
、
介
護
保
険
関
連
機
関
、
転
院

相
談
の
場
合
は
他
病

院
な
ど
、
様
々
な
地

域
の
関
係
機
関
と
の

調
整
を
行
う
こ
と

が
実
は
最
も
大
き
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
仕
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
院
内
で

も
医
師
だ
け
で
な

く
看
護
師
や
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
な

ど
多
様
な
職
員
と
連

携
し
て
治
療
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

（
図
４
）

も
少
な
く
、術
後
の
疼
痛
も
少
な
く
、回
復
が
早
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
入
院
期
間
も
開

腹
手
術
よ
り
短
く
、早
期
退
院
も
可
能
で
す
。
さ
ら

に
、
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
よ
り
も
術
後
合
併
症（
尿

失
禁
や
男
性
機
能
不
全
な
ど
）の
少
な
い
質
の
高
い

経
過
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（
※
合
併
症
や
術
後

の
経
過
に
つ
い
て
は
個
々
の
患
者
さ
ん
で
多
少
異

な
り
ま
す
。）

　
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』に
よ
る
前
立
腺
手
術
を
ご
希

望
の
患
者
さ
ん
は
、
地
域
の
医
療
機
関
を
ご
受
診

なんとか生活しながら治療が続けられそうだわ。
分からないことがあったらまた聞きにきますね。

抗がん剤と聞くと、どうしても高額な医療費を想像しますよね。
治療も長期的で生活についてのご不安もあると思います。

高額療養費についてご存知ですか？
まずは医療費について説明させて頂きますね。

医療費が心配なＡさん…抗がん剤治療を受けることになりソーシャルワーカーの元へ

不安傾聴、医療費助成制度の紹介、具体的な自己負担額の提示、
支払い方法の調整

がんが見つかって抗がん剤治療をすることに
なったんだけど、どのくらいの費用がかかるのかしら？
高額になるって聞くし…生活していけるのかしら？

■「
他
に
ど
ん
な
こ
と
を

　
　
し
て
い
る
の
？
」

　

兵
庫
医
科
大
学
病
院
は
特
定
機
能
病
院
と
し
て
地

域
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
、
が
ん
セ

ン
タ
ー
に
は
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
が
ん
専
門
相
談
員
と
し
て
所

定
の
研
修
を
修
了
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も

相
談
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、エ
イ
ズ
治
療
中
核
拠
点
病
院
と
し
て
、チ
ー

ム
に
よ
る
高
度
の
H
I
V
包
括
診
療
と
地
域
関
係
機

関
の
人
材
育
成
と
啓
蒙
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

と
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
兵
庫
県
か
ら
指
定
さ
れ
た
兵
庫
県
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
か
ら
の
相
談

に
専
従
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
対
応
し
て
お

り
、
地
域
関
係
機
関
と
の
定
期
的
な
連
携
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
院
内
で
活
動
す
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
な
ど

の
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
に
、
患
者
さ
ん
の
療
養
を
生
活
の
視
点
か
ら

考
え
て
支
援
す
る
た
め
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
力
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
N
I
C
U
、

I
B
D
セ
ン
タ
ー
、
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
、
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
、
肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
、
胸
部
腫
瘍
科（
中
皮

腫
・
ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
）、
精
神
科
神
経

科
な
ど
特
定
機
能
病

院
と
し
て
の
特
色
あ

る
診
療
科
に
つ
い
て

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
は
、
病
気
と

共
に
生
き
る
患
者
さ

ん
の
普
段
の
生
活
が

よ
り
安
心
で
き
る
も

の
と
な
る
よ
う
に
情

報
を
提
供
し
た
り
、
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
り
、
患
者
会
活
動
に

協
力
し
た
り
、
専
門
機
関
と
の
連
携
を
行
う
な
ど
地

域
に
も
働
き
か
け
る
活
動
で
す
。

　

特
定
機
能
病
院
で
高
度
で
先
進
的
な
医
療
を
受
け

る
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
後
も
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
社
会
の
仕
組
み
や
制
度
の
運
用
を
地
域
全

体
で
考
え
て
い
く
た
め
に
病
院
の
窓
口
と
し
て
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
大
切
な
使
命
で
す
。

■「
ど
う
ぞ
気
軽
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
ワ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

　

医
療
社
会
福
祉
部
で
は
、
外
来
診
療
時
間
は
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
が
、
他

の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
る
時
は
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に「
兵
庫
医
科

大
学
病
院
で
治
療
し
て
よ
か
っ
た
」と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾

け
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
治
療
を
受
け
た
い
け
れ
ど
生
活
の
こ
と
が
不
安

だ
」「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」「
家
族
に

迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」「
ど
こ
に
何
を
聞
い
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」と
思
っ
た
時
こ
そ
、
ど
う

ぞ
私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
越
し
頂
く
の
が

困
難
な
場
合
は
電
話
で
も
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

援助内容の分類（平成23年度）

（図2）

難病と聞いて不安だったが、
これで安心して手術に挑めそうや。

難病となれば病気のこと、
医療費、退院後の生活などが不安になりますよね。
安心して治療ができるように、利用できる制度や
退院後の生活についてお話させていただきますね。

難病と言われたＢさん…後縦靭帯骨化症で手術予定のため特定疾患の説明を

不安傾聴、課題の整理、制度紹介、多職種・地域機関との情報共有、退院支援

先生から特定疾患について聞きに行くよう言われたんだが…
医療費や手術後の生活がどうなるのかよくわからん…。

今までみたいな生活ができるんやろうか？
難病となればいろいろ心配で…

（図3）

Ａさんは、お独り暮らしのようですが、
ストマケアはできそうですか？

Ｂさんは、手術後ＡＤＬの低下はありそうですか？
Ｃさんの身障手帳は紹介済みですか？

病棟ラウンド…70 歳以上の新規入院患者のリストを作成
	 カルテ回診より介入が必要と考えられる
	 患者をスクリーニング

情報収集、制度紹介、患者・家族へのサポート体制の確立
専門看護師・認定看護師や医療チームなどの専門スタッフ
との情報共有や連携
訪問看護や介護サービスの調整

（図4）

生活保護のＤさんのストマ用品の購入
どうしたらいいですか？

Ｆさんのご家族が介護保険について
聞きたいと言われています。

医療社会福祉部・相談室のご案内

・場所：１号館附属棟１階
・受付時間 月～金：９時～１６時
 土 ( 第２・４週除く）：９時～１２時
・予約不要ですが、お待ちいただく場合もありますので
 ご了解ください。
・事前にお電話いただければ、面接予約も対応いたします。
・お問い合わせ先：0798-45-6137

ソーシャルワーカー

（図1）



開催日 テーマ 講演者

2月 6 日（水） 心筋梗塞のおはなし 循環器内科　講師
藤井　健一

2月 20 日（水） 出生前診断について 産科婦人科　准教授 

澤井　英明

3月13 日（水） 薬の飲みあわせ 薬剤部　次長 
室　親明

3月27 日（水）そろそろ透析が必要ですよと言われたら？ 内科　腎・透析科　准教授 
倉賀野　隆裕

市民健康講座のお知らせ

お問い合わせ先 兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター　電話番号：0798-45-6035（直通）

10号館3階　第3会議室　15：00〜16：30　申込み不要、参加費不要開催場所・時間

病院NEWSのバックナンバーは兵庫医科大学のホームページよりご覧いただけます。
http://www.corp.hyo-med.ac.jp/public/hospitalnews.html
または、　学校法人兵庫医科大学　病院NEWS　で検索してください。


